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２００７年１２月１日　核兵器・核実験モニター　第２９３号　付録

　ピースデポでは情報や調査結果を常時『核兵器・核実験モ
ニター』で発信していますが、「ここぞ！」という時には記者会
見を開きます。９月２０日、「テロ特措法」にからんで、「海自艦が
給油した米艦のイラク作戦への関与」に関する記者会見を行
ないました。
　その日、梅林代表のお供をした私は、記者会見場の議員会
館に向かいながら、今日は何人集まるかしら、と考えていまし
た。一週間前には各新聞社に「記者会見の案内」をＦＡＸし、当
日の配布資料は１部が３２ページ、それを３０部用意しました。３０
部というのは多少多めに見積もった数。４０日後に期限を迎え
る「テロ特措法」への関心の高まりを期待しての数字でした。
　でも・・・と私は思いました。その１週間前に突然、安倍首相が
辞意を表明し、国会は中断し、マスコミの関心は総裁選に集中
していました。そんな中での記者会見ですから、予想がはずれ
て「会見場はがらがら」ということになるかも・・・。
　結局、予想ははずれました。見事に！会見場は満席となり、
３０部の資料はあっという間になくなり、急きょ資料を１０数部も
追加コピーするはめに・・・。翌日には会見内容が大きく報道さ

れ、防衛省は会見で指摘した「補給量は政府発表の２０万ガロ
ンではなく８０万ガロン」を認める声明をすぐさま発表、その後
の国会でも論議をかもすことになりました。記者会見の反響
は予想以上でした。
　ところで、今回の調査は、２００１年１１月に自衛隊の軍艦がイ
ンド洋に派遣された時点から始まったそうです。だんだんと
調査が絞り込まれ、梅林代表は米国出張の機会があるときに
前後のスケジュールを工面してワシントンDCの海軍歴史セン
ターに寄り、資料を収集しました（２００４年から２００６年の２年間
だけでも４回に及びます）。
　ピースデポのボランティア・スタッフの林公則さん（大学院
生）は一度、梅林代表の調査に同行したことがあります。「旅費
は出せないけれど、ワシントンで一緒に資料収集をする気は
ありませんか？」と誘われ、またとないチャンスと出かけたそ
うです。旅費に関しては、ピースデポが関わるイベント以外
は、梅林代表にも出ないのが実情です。林さんの話によると、
ワシントン海軍歴史センターで数日間、梅林代表と手分けし

「スローな仕事」に
陽があたった！

薮　玲子

会員・読者の拡大に
さらなるご協力を！

　「ピースデポの働きがなかったら、この歴史的事実も永久に表にでなかった
のでしょうね」と多くの人に言われました。「イラク給油問題」に関する私たち
の調査は、メディアで大きく報じられ、国会で「対テロ特措法」廃止の大きな追
い風となりました。「事実にもとづく問題提起」が持つ力をあらためて実感し
ました。しかし、「転用疑惑」は未解決ですし、民生支援の原則が問われ続けて
います。
　今号の会報では、ピースデポを駆け抜けた「給油問題」の嵐を特集しました。
皆さんありがとう、そして一層のご支援を！

ピースデポの仕事は、皆さんの浄財で支えら
れています。どうか支援の輪を広げてくださ
い。

ときわ／キティホーク・イラク給油問題

「対テロ」国民論議の新局面開いた

ピースデポの調査活動
皆さんのご協力に感謝します
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て、キティホークの数ヶ月分の航海日誌から艦船の位置（緯度
経度）の記録を探して、ひたすら数字をノートに書き写したと
のこと。膨大なページを繰りながらの根気のいる作業です。
　こうしてワシントンで入手した情報をもとに、さまざまな分
析に取りかかります。「船の位置」を地図の上に点で示し、それ
を繋ぐと航跡になります。航跡は艦船の調査の基礎となり、こ
れを手がかりに問題をあぶりだし、ジグゾーパズルのピースを
埋めてゆくように、必要な情報をひとつひとつ集めてゆきま
す。
　このように限られた予算と人数で進める米軍艦に関する調
査は、情報を集め、分析し、報告書（論文）に仕上げるまでにか
なりの日数を要することになります。私は２００３年から非常勤ス
タッフとして梅林代表の下でこの「スローな仕事」に関わって
います。今年の６月までは資料室で一人で作業をしていました
が、新オフィスに移り、専従スタッフと同じスペースで仕事を
することになりました。他のスタッフが、刻々と変わりゆく世界
情勢に対応して常にスピーディーな仕事を求められ、２週間に
１度の『モニター』の締め切りの度に時間との戦いを繰り広げる
―その合間には、講演や集会や日常の業務をこなしながら―
のを横目に見ながら、ただひとり「スローな仕事」に取り組むの
は、なにか申し訳ないような気がしていましたが、今回の記者
会見で「スローな仕事」にも陽が当たり、嬉しくてなりません。

（ピースデポ・パートタイムスタッフ）

ピースデポは平和のための
”情報タンク”　

　それはまだ残暑が続き、汗だくような日のことです。ピース
デポ事務所はいつもとかわらぬ朝を向かえていました。引越
後の残骸に埋もれた事務所にはコーヒーのアロマが薫り、そ
こに中村事務局長が慌ただしく出勤してきました。かわったこ
とといえば、いつもは水曜と金曜日に出勤する藪さんが事務
所にきていることです。この日午後の記者会見にアシスタン
トとして同席するためです。彼女は会見で配布される資料を準
備していました。１部３２頁におよぶ資料を３０部も作っていまし
た。コピー用紙が在庫で足りるかどうか心配そうでした。お昼
頃用意が整い、２人は出かけてゆきました。夕方、直帰だったは
ずの藪さんがコピー用紙を１束小脇にかかえて、事務所に戻っ
てきました。用意した資料が足りなかったほど会見は大盛況
だったと興奮気味に話しました。コピー用紙の立替金を彼女に
手渡しながら、上手くいってヨカッタと安心しました。この時、
次の日から起こる事務所の変容を知る由は誰もありません。
　会見翌日、この日は「モニター２８８号」の発送日でもありまし

　「憲法九条の会・諫早」は「再び戦争をしないために憲法
九条を守る」このことを主旨として、２００５年８月２８日に、２８
名の発起人で設立し、現在の会員は１２００名に達した。会員
は自民党支持者から共産党支持者まで、さまざまの思想信
条の持主がこの主旨のもとに集まっている。
　このような会の役員は、大学教授や弁護士等社会的な地
位のある人が一般的であるが、私達の会に於ては、ごく普
通の市民が世話人をつとめている。
　会報を年４回以上発行、時に応じて、パンフレット「平和へ
の風」も発行し、毎月９日に「平和憲法を守る」をテーマに市
の中心アーケード街でリレートークをおこなっている。毎回
３人から５人がそれぞれテーマについて自由に話している。
　私はピースデポのモニターから情報を取出し話すこと
が多いが、最近はピースデポはピースデポそのものである
と実感している。
　１０月９日には９月１５日発行のモニターから、キティホーク
とカウペンスの航跡を拡大したパネルを作り、図を示しな
がら話をした。事務局長が建築士なのでパネル作りはお手
のもので立派なパネルが出来あがった。当日はもの凄い豪
雨で、アーケードに響き渡る雨音にかき消されないように
スピーカーの音量をあげた。雨のために通行人は少く内心
がっくりしていたが、後日、アーケードの２階で営業する理
容店のご主人がいつも話を聞いていて、当日、店の客に私
達のことを説明してくださったと聞き、市民は本当の情報

を求めているのだと思
いピースデポ発の情報
を更に街頭で発信しよ
うと思った。リレートー
クと併行してビラでも
航跡図を配布したが、
下校中の高校生達がよく受け取ってくれた。
　話をしている時の反論に備えて、常にモニターを袋に入
れている。一番多い質問は、北朝鮮がミサイルを発射する
かもしれないのに日本は大丈夫か、と言う反論である。東
北アジア非核地帯構想等モニターにぎっしり詰まっている
情報を会員以外の人にどのように伝えるか？憲法九条を
遵守すべき日本政府がどのようなことをしているか。今、世
界の国々の政府やＮＧＯが平和へのどのような取り組みを
しているか。このようなことを正しく知ることによって、憲
法九条を守り、憲法九条を活かすことが日本の安全保障に
とって必要なことを自信を持って周囲の人々に訴えること
ができるのではないかと思う。
　「憲法九条の会・諫早」は本当に市民の会である。会の活
動目標「会員を拡大し会の継続を図る」のために「市民の手
による平和のためのシンクタンク」から情報を汲み上げ、
東北アジアの非軍事による安全保障体制の確立、日米政府
による米軍再編の問題等を諫早の街の中心で叫び続けた
いと思う。◆◆

諫早から
高名晶子(会員）

４ページへ⇒

まるで嵐のような
日々が…

氷熊克哉
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写真で見るピースデポの取組み

８月２７日、東京
ピースデポ公開講座
「緊急報告：新型核兵器開発を狙うアメリカ」
　ゲストは、米ＮＧＯ「西部諸州法律家財団」のジャッキー・カバッ
ソ氏。日本のメディアではなかなか報道されない、信頼性代替弾
頭（ＲＲＷ）計画など、米国の核兵器政策をめぐる最新の動きを多
くの資料を用いて詳細に解説した。
＜写真左＞（質疑応答中のカバッソ氏・右から２人目）

たが、問い合せの電話が殺到します。与野党を問わず、議員か
らひっきりなしに電話がかかってきました。どれも会見の内容
についてでした。議員からの問い合せに拍車をかけたのが、新
聞やテレビ、ラジオといったマスコミからの問い合せです。「会
見の内容は確かなのか」、「会見で使用された資料がウェブで
見つからないが」、「会見で配布した資料をもらえないだろう
か」。中には、一刻も早く資料を入手しようとバイク便まで派遣
する某テレビ局もありました。
　同時に２つの仕事をこなすのに慣れている中村事務局長は、
電話で応対しながら、他の業務を平然とおこなっていました
が、慣れていない私はパニックに陥りました。いつもなら１時間
半程度で終わるモニター誌の三つ折り作業が３時間もかかっ
てしまいました。殺到する電話に応対しながら別の業務に四
苦八苦したおかげで、同時に２つのことを進行させることを覚
えました。体に内蔵されているＲＡＭが５１２ＭＢから１ＧＢくらい
に増設された気がします。
　マスコミからの問い合せには、取材依頼も兼ねたものも
あったようで、会見後テレビ局のカメラが頻繁に事務所に入る

ようになります。数てみたら、事務所での収録は都合１０回近く。
撮影機材を手際よく準備して、撮影が終わると颯爽と帰ってゆ
くカメラマンもいれば、忘れ物をとりに戻ってくるカメラマン
もいました。またスタッフがテレビ局にでかけて番組に出演し
たこともありました。ともあれピースデポの人間が度々メディ
アに登場します。これほど「ピースデポ」という名前が一般の人
の目に触れたことはなかったでしょう。一度など、テレビ局で
収録を終えた湯浅副代表と、日吉の居酒屋で一杯やっていた
ら、当の「ニュース２３」が店内に流され、店主ともども大いに盛
り上がったことも（お酒1本のおまけつき）。
　講演の依頼もこれをきっかけに増えました。梅林、湯浅。田
巻、中村が全国を飛び回っています。このようにピースデポは
一躍「時の人」ならぬ「時のＮＰＯ」になったのですが、会員数が
一気に増えたわけではありません。会員数の増加というのは、
ピースデポが克服しなくてはならない課題として今も重く
残っています。（ピースデポ・スタッフ）

１１月２０日、東京　
「ＰＮＮＤ日本総会」
　１１月２０日にＰＮＮＤ（核軍縮・不拡散議員連盟）日本の総会が開催
された。総会後、ＰＮＮＤをＮＧＯとして支えるアラン・ウェア氏と梅
林代表が、河野洋平・衆議院議長を訪問し、モデル核兵器禁止条
約を説明した。河野議長は０８年９月に平和・軍縮をテーマに下院
議長サミットを広島で開催することを呼びかけている。
＜写真右＞（衆議院議長公邸にてウェア氏と河野衆議院議長。）

８月～９月、東京
国立市公民館「市民公開講座」
　国立市公民館からの委託を受け、ピースデポは、同公民館主催
の連続講座＜人権・平和＞「武力に頼らない平和を求めて」の企画
に協力。講座は、「米軍再編」「自衛隊」「東北アジア非核兵器地帯」
などをテーマに、８月２６日～９月１６日の４週連続で開催された。各
回の講師を、梅林代表、湯浅副代表、田巻理事、中村事務局長の
４人がつとめた。
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